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OJTにて業務遂行

メンバー業務

各勤務リーダー業務

チームリーダー

指導支援業務

ジェネラリスト

管理マネージャー

地域包括ケアに対応できる

総合力を身につけた看護師

レベル桜

レベルⅠ

レベルⅡa

レベルⅡb

レベルⅢ

レベルⅣ

ラダー概念図



手順に沿って実施。
緊張しました。

消防訓練に参加
消火器の使用方法に
ついて学びました。

レベル1-事例検討②研修

リハビリテーション課の協力により、
口腔ケア・食事介助・ベッドからの
移譲について学びました。
業務で活かしていきたいです。

救急外来研修
救急外来での対応を学ぶ

訪問診療･訪問看護同行が開始されました。在宅医療に
おいて積極的役割を担う医療機関としての役割を見学し
ました。在宅での状況･患者さん･家族さんの表情･信頼
関係･コミュニケーションの取り方等、病院とは違ういろ
いろな発見がありましたと多くの感想がありました。

研修当日、訪問診療のため患者情報収集を行い同行開始。
在宅での採血・注射を実施。看護学生時の実習を思い出しました。
在宅の現場では医療よりも生活を中心とした思考が重要と学びました。
患者さんの生活背景を意識した関わりを心がけていきたいと思います。
また退院後の生活のイメージがしやすくなりました。

ケーススタディのまとめ方について学びました。
指導者と相談し対象決定！基本的な知識・処置
方法を根拠をもって看護計画を立てていきます。

手術室見学
新病院に新しく最新の手術室ができました。
一緒に業務を実施してみませんか。(担当者より)

30:2
繰り返し心臓
マッサージ実施

訪問診療
同行に出発！



★ 入退院支援室実習
サポート体制・多職種との関わり・情報
共有の3つの大切さを学びました。

★ レベルⅡa-後輩指導
フェジカルアセスメントの思考過程を学びました。
Z世代の学生や後輩看護師さんへの指導時に活かしていきす。

e-ラーニングの事例から意思決定支援時の看護師
としての役割を学びました。研修で得た知識・情
報を今後の業務に活かしていきたいです。

★ レベルⅡa-高齢者ケア ①
地域包括システム、介護保険、退院支援時
の看護師の役割を学びました。
研修生は入退院支援室の見学も行いました。

★ レベルⅡa-高齢者ケア ②
高齢者に関わる制度やしくみに関することは
複雑で難しかった。講義での事例は具体的で
興味深く聞かせていただいた。多職種で協力
して退院支援を行っていきたいと思います。

★レベルⅡb-意思決定支援

レベルⅡa-ナラティブ発表会
看護を振り返りながら自己の看護に対する思い、態度を話していた
だきました。参加された方からは、私も同じような思いがあった、
感動した、この会に参加できてうれしいという感想がありました。

レベルⅡa-リーダーシップ研修 社会福祉士さんから

患者さんを見る
視点が勉強に
なりました



★ レベルⅣ－リフレクション
事例をリフレクティブサイクルの形式で
事実の記述・感覚・推論し、分析から
次への行動計画を話し合いました。

★ 那珂市個別ケア会議参加
在宅療養の困難事例についてカンファレンスを実施。他施設や事

業所の介護支援専門員相談員の方と課題を対策を検討しました。

事例検討・看護研究発表会が開催され6名の方が、日々の
看護実践の中の気づきや振り返りを発表しました。



★ 特養ひばりヶ丘を見学しました。
施設での利用者さんへのコミュニケー
ション方法・対応の仕方、看護師さん
の姿勢等いろいろな学びを得ました。

ケーキバイキング
に参加しました。

災害トリアージSTART法訓練
看護職だけでなく他職種の方やひばりヶ丘・
ライブリーライフ那珂・憩の杜からの参加が
ありました。
那珂市消防本部から救急救命士の方の参加が
あり、回復体位の方法やタグの書き方等につ
いて熱心に指導していただきました。

★ 見学実習ライブリーライフ那珂

★ 那珂市救急車同乗研修
3回出動!!迅速かつ適切な医療を提供するためにも救
急隊と病院の連携は欠かせないものである。救急隊
からの情報で患者の状況を判断し到着時に適切な対
応ができるように準備していきたいと思います。

訪問看護Ⅰ研修
訪問看護師に同行する

訪問看護同行
見学に行って
きます。

★ 小規模多機能見学研修
利用者とともにレクレーションを実施。
話すこと・動くことができない患者さんが多いため、
自分のペースで業務を行っていたことに気づきました。
今後患者さんから話しかけられたら、ゆっくりと傾聴
しコミュニケーションをとっていきたいと思います。

訪問診療・訪問看護実習
在宅カンファレンス見学

多職種カンファレンスに参加



e-ラーニングのアカウントは
看護師，看護助手
常勤，非常勤関係なく
全員に配られます！

申 請 者 所属部署

研修名

主 催 場 所

報告書提出日　：　令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏面　：　あり ， なし】

研修報告書
【研修内容】

【研修を受講し、日頃の看護の中に取り入れていくことや、取り組むことを書き出す】

※助成を受けたものは、研修報告書と研修資料を添付し、受講後 １週間以内に所属長へ提出とする。

　

　□　【研修費助成】　研修費を法人負担する。自分の公休または有給休暇で参加。

研修日と時間を明記する　　　　　

総日数(　　　　　　日間)

     　　   　  令和5年度  研修費助成申請書        　　　　       様式③

申請日:　  　　　年　 　　月　 　　日

下記の研修・セミナーを受講したいので、研修費助成の申請をいたします。

　

上記の申請を承認します。

　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日

期待効果

研修日程

　□　【時間の助成】　研修日を日勤扱いとする。研修費は自己負担。

参加目的

助成選択
どちらかに
チェック

研修内容

内 容

病院長 看護管理師長 教育委員長 教育副委員長 部署長

病院長 看護管理師長 教育委員長 教育副委員長 部署長

年に１回 助成申請ができます
どちらか選択して助成申請
□ 研修費助成は、研修費を法人で負担
□ 時間助成は、日勤扱いで研修へ参加

個人の自己研鑽研修

e-ラーニング研修

看護管理者研修や臨地実習指導者研修は、
研修費と時間、両方の助成を受けられます

※所属長からの推薦が必要

病院からの助成制度
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